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序章   本論文の課題と構成 
第一章 詩人「謝宣城」の誕生 ――謝朓詩における荆州と宣城 
第二章 謝朓詩における「窓」の風景 ――遠景描写の一手法 
第三章 「李白と謝朓」再考 ――「澄江淨如練」句の受容と展開 
第四章 謝朓像の確立をめぐって ――李白から中晚唐へ 
第五章 「小謝」の変遷 ――李白「中閒小謝又淸發」をめぐって 
第六章 李白「志在靑山」考 ――謝朓別業の存在をめぐって 
第七章 敬亭山の印象 ――謝朓から李白へ 
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